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3-1 方法

吃音の症状は、話す前の吸気と連続して、話し

始めで生じることが多いようです。そこで、話す

前の吸気、声立て（声の出し始め）をこれまでの

話し方と変えます。声が出たら、次の息継ぎまで

声が途切れないように気をつけながらゆっくり話

します。次の息継ぎでは、最初の吸い方から繰り

返します。

力を抜いたまま息をゆっくり吸う

軟らかい声を出す

（声帯振動を確認）

ゆっくり声を続ける
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音声分析ソフトを用いた「あ」の音圧波形
（杉スピーチアナライザー） （音の大きさ）

硬起声 軟起声
(音圧が急激に上昇） (音圧が徐々に上昇）

例「どうも ありがとう」

「も」を少し伸ばして「あ」につなげます。

余分な力の
入りやすい方法

余分な力の
入りにくい方法

発話前の
吸気

大量、速い、短い 少量、ゆっくり、長い

声立て 音圧高い、力まかせ 音圧低い、軟らかい

声の持続 速い、母音が短い、
息継ぎ多い

ゆっくり、母音が長い、
息継ぎ少ない

声を続けるには…
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